
舌法を考える

柔道整復師は柔術の殺・活法の活法をベースに

与えられた免許である

では活法とはどの様な事なのか

予備知識としての 単語説明

骨折 とは

外力 形秩 剰 本 複雑、複数 原因等分類よ り呼称が違う

組織 とは

上皮組織 ‐結合組織 支螂  筋組 織 神経組織

呼吸 とは

肺呼吸 (外気を取 り込む夕ヽ呼吸) 組織細胞呼吸 (血液僣環による内呼鳴

半壊死 仮死吠態の身体 組織の再生させる事

継 とは

身本 組織を壊死 半壊死 仮死扶態にする技

半壊死 仮死状態のウヽ 組織を蘇生する技
徒手とは

機械ヽ道具を使わず素子にて行う技 報 療法、施術 徒手体操

はじめに

この道に入り先輩の手技療法を見よう見まねで

その日その日を送つていた。

ある時 柔整専PB学校で柔整は活法理論で人の怪我や病気を

治 しているのだと聞いた。

では 1活法とは何か ?それを説明してくれる書籍も先生も

納得できる回答は約 ]0年間見つからなかつた。

答えは窪単
″
コロンプスの卵

″
であつた .

以下それまでの経緯をお聞き下さい .

元港区支部長
鈴木博光 氏により活法開眼

● 港支部会研究会に招かれ、活法を研究 していた鈴木博光氏の講演を

卜 聞いて活法の根本原理が解かりました。

講演の内容

柔道整復術原理の要素を成 した三偉人 (鈴木氏独IFrと 偏見と断りあり)

嘉納治五郎は「心」 磯 又右工門は「技」 ‐三浦楊心は「体」を

挙げ各人の説明と柔道を解き、整復術への転用を解いた内容であつた

特に彼の凄いの囲嘲書・ 自律神経は外肺葉性であると発生学をも関連付

手技療法の正に哲学的講演であった。
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手技施療の勧め
金丼良太郎先生
東大の日代教授はドイツ留学帰国後「整形外科」を立ち上け
金丼良太郎先生はその回司で学び 昭■14年 ドイツ、フランスに留学されて
おリドインではマツサージの意華と重要性をホッハー教授から指導を受ける ●躙鳴生ロベ)

その峰手技療法を業としている柔道整復師を大切にしてくれ
自らの診療所では塗察青Jを考案し桑整師に手技施療を当たらせた。

柔道郵興師溜 テう使う場合「彙盤マツサージ (柔整手技療法)Jと言うべきである。

前田和彦先41 剛 劇建福祉大学生命医オヽ学部教授)

都柔整の技師会で前日先生をお招さして柔整とX線撮影を行うにはの講義を
受けた際 初っ端に言われたことは 瞑 整師は従手にて診断 整復 固定・

施療を行う医業類似行為者でありますから技師免を持つていても無理ですJと
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鈴木氏は活法を外呼吸と内呼吸とに

分けて考えた

外蘇生術 肺。1こ繊
襟活・惣活・肺入活・気海総活・裏活。他

:内蘇生街 舞 徒擁
‐縫手にて半壊死‐半仮死状態の骨組織‐筋肉組織を

'  蘇生きせる旋籍 (骨折・脱自整復も含む)
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手技療法
|

軽擦部位   |
*章
豪努顧繋レント‐

:饒 ||

*節腱紡錘
辛鋳 止雛
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手技療法の分類

軽擦法 。強擦法・圧法・揉捏法

震振法・叩打法
k

1後療簿に当たつての手技療法は注迫法と
圧擦法 (以下軽擦法‐と請う)のみで施療
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鈴木博光氏の手技療法心得抜粋

―

かつ           と言えるでしょう

骨折・ 競自の塾復嬌 や節椰 壷 す

―

内
―

と
言えるでt/よ う

鶴鷲鷺撃ι額壼姦警縄鳥性雹電雫童漱『
ては患部の程度・原因・年齢・

―
.当たっての手技療法

―

十分で、騒ける圧力は
19喘

謬 %“ 就 鶏 螂 跡 暇 l.m壽
")

脅新・ 罐 に38しては別嶽 こ行う、今回は行わない。

や 蟻 に転 ― が、― のトリカーボイント
としで使える
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細胞は
ネ人間二人鋭斃とも

“

兆組とも言われるがこれは受精卵の学者による分製口数の

:

llaる。
この角濃釣数字からして藁大中 密集して体内の生化学的活動を言ん
でいるJことからいく

=珈
解 しやすくなるだろうと。… ・

磯轟渕 咆 鰤 綺 絆
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ミトコンドリア「M」

*血液循環中の酸素はMによつて取り込まれる
*Mの起源は外部から取り込まれた細菌だと考えられて

独自の遺伝命令を保持し

初代母親のDNAを保持している
*体内に摂り入れる食物や酸素は全て処理を経た後でMに
渡されアデノシン三リン AIP)と いう分子に変換され

仕事をすとADPに変わる。
*Mは標準的な細胞には約千個含まれ細胞の役割とエネル

ギーの必要量に応して変化する

最新の骨の働き情報

骨は体に構造を与える支持組織であること

内臓を守 り 血球を作 り 化学物質 (=にCo)を貯蔵 し 音を伝え (内耳 )

以外でも

最近発見されたオステオカルシンが記憶力を高めたり気分を高揚させたりして

いる可能性もあるお レモンが骨で作られている、又 体中の重要な調節活動にも

関われいるらしい。このカ レモンが血糖値の調節の補助から男性の生殖能力の

増進、気分への影響、記憶の正常な動作の結 きなども含まれるという 定期的

な運動がアルツプヽイマー病の予防に役立つ事にも長年の謎に説明がつきます。

脅折しても癒合し、運動に合わせた発達で丈夫になり丈夫な骨はオステオカル

シンを産生する。

最も基本的な成分はコラーケン (体内で一番豊富なタンパク質)でCoの沈着で

骨組織となり筋肉中では□―プ|こ似た働きをする繊維をも作る (網状組織)

まとめ

人間の身体組り の細胞は一定以内の外気 (温 度 湿度 気圧 光線 )と
から内気 (交感神経 副交● |1経 多 くのカ レモン 酵素の働 きと支配 )に よって

また、これら細胞 には水 と酸素 によってA謝が 予われ生きていると言っても過言で 1よ

ノヽ ッキ リとした原因のある痛み 愴錮 畦 )はЯlと して自然痛 関連痛 はこれらのパ

ランスの狂いと心的要因が重な り発する事 と考える。

外傷 による痛みは軽擦法による手技にて施環加衆 行 うべきである。

軟合

'組

織の疼痛は周辺組織 に血 夜循環で十分な酸素栄肇供給の為 には温電法が有効で

ある.但し 新鮮外欄倉1 化膿部位には禁忌である。

参考書籍

「柔術生理書」井回松之助 著  明治32年再販

「からだの知恵」W・ Bキヤノン著 舘芥F・ 舘澄江 訳

「人類が知つている事のすべての  ビル・プライソン著

短い歴史」 下巻     楡井 浩一 訳

「人体大全J ビル・プライソン 著  桐谷知未 訳
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皮膚の構造

劇脅は人体で最も大きく融通の利く器官で葉ぎ目が

中身を中身として保ち悪、ゆ 質は締め出し必要に

応 じて吸収 し 又 体温調整を

`テ

う .

打撃をオ0らげ、触覚によつて快感 と温かさと痛みを

伝え身体防御の センサーとして働 く

日光か ら保護するためのメラニンを作 り酷使 損傷

されれば自らをlLt復する

ヒ トを可能な lRつ 美 しく見せ 命を守つて くれる

むすび
記憶と言うのは不思議なもので習つた事と見た事は一瞬にしてその全体が

浮か 7・ 、活法という言葉も長年の成功 と失敗による経験と勘が浮かびます .

施療とは本来「ホメオスタシスJを助長する施療技術であ ります。

施療 とは内呼吸蘇生術であり、lMlえ ばミ トコン ドリアを意識してその新陳代謝

を助けるl llと して当たれば効果も違つてきます。

但 し、 徒手による施術には限度があ り限界が有る事も考慮 して対処すべきである。
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